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はじめに 

我々は、磁気コンプトン散乱を用いて、磁性薄膜のスピン選択磁化曲線（Spin Specific Magnetic 

Hysteresis curve: SSMH）、軌道選択磁化曲線（Orbital Specific Magnetic Hysteresis curve: OSMH）

を測定する手法を提案している 1-4)。本研究では、近年磁気トンネル接合で磁気スイッチングを制御する

目的で導入されている垂直磁気異方性を有する希土類・遷移金属アモルファス薄膜（TbCoアモルファス

薄膜）の磁化反転挙動の温度依存性を調べることを目的とした。 

実験方法 

Tb12Co88単層膜を Al基板上に DCスパッタリング法で作製した。組成は EPMAで決定した。XRDに

よりアモルファス構造を確認した。SQUID磁力計を用いて全磁化曲線を求めた。SPring-8 BL08Wにて

磁気コンプトン散乱実験を行い、SSMHを求め、全磁化曲線と SSMHの差より OSMHを求めた。 

実験結果 

Fig.1 に試料面直方向に-2.5T から 2.5T の磁場をかけたときの全磁化曲線、SSMH、OSMH の温度変

化を示す。温度減少と共に保磁力は増大するが全磁化曲線、SSMH、OSMHの保磁力はそれぞれ一致し

ている。また、各温度の SSMH と OSMH の比は一定であった。次に全磁気モーメント、スピン磁気モ

ーメントと軌道磁気モーメントの 2.5Tの飽和磁化の温度変化を調べた。その結果、温度低下と共に全磁

気モーメントは減少した。これは、スピン磁気モーメントが減少し、全磁気モーメントと逆を向いてい

る軌道磁気モーメントの大きさは増大するためである。さらに、これは Tb磁気モーメントと Co磁気モ

ーメントの温度変化を反映すると考えられる。 
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